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学位論文審査結果報告書 

 

平成２９年７月１１日 

大学院医学研究科長様 

 

 下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

【審査結果要旨】  

 氏    名 ：森 龍彦（皮膚科学講座） 

 

 学位論文題名 ：Involvement of autophagy-lysosomal degradation in  

systemic sclerosis.  

       （全身性強皮症におけるオートファジー・リソソーム分解の関与） 

 

 本学位論文は、ブレオマイシン誘発性全身性強皮症モデルマウス、および全

身性強皮症患者の皮膚組織におけるオートファジーのマーカ microtubule- 

associated protein 1 light chain 3 (LC3)の発現を、免疫組織蛍光法で評価した

論文である。 

 その結果、ブレオマイシン投与４週後のモデルマウス、ならびに線維期での

全身性強皮症患者の皮膚組織において LC3発現の増強を認めたが、ブレオマイ

シン投与 2 週後のモデルマウスや、全身性強皮症患者の浮腫期での皮膚組織で

は LC3発現の増強を認めなかった。申請者は以上の結果から、全身性強皮症患

者の皮膚線維化に、オートファジー・リソソーム分解が関与すると結論した。 

 学位論文審査会は、平成２９年６月６日福島県立医科大学４号館４階第２ゼ

ミナール室で開催された。審査の結果、全身性強皮症のモデルマウス、および

患者皮膚組織における LC3発現の増強と線維化の進行との相関を示した本論文

は、全身性強皮症の病態へのオートファジー・リソソーム分解の関与を示唆す

るものであり、同疾患の病態を解明する上で一助となる知見を加えた本論文は、

学位論文に値すると判断された。 

 

学位論文審査委員  主査  関根 英治 

副査  渡辺 浩志 

副査  冨川 直樹 




